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琉球大学の強み ・・・ 地域性を活かした生命医科学

強みを延ばすためには、次世代シーケンシング（NGS)を
はじめとする最先端技術の応用は不可欠

小さな講座で先端技術の導入や技術の維持は難しい・・・

全学的な取り組みが必要

「時空間ゲノミクス」プロジェクト
http://w3.u-ryukyu.ac.jp/anthropology/jikuukan/

・ 最先端ゲノミクス解析技術を導入・維持する専門家集団の形成
・ ゲノミクス解析の技術的支援 ・・・ 請負でなく、あくまでサポート
・ NGSの試運転資金の援助

NGS導入のハードルを下げる



研究目的

■亜熱帯島嶼という物理環境 ■ウィルス・細菌・真菌（カビ）などの微生物
■家畜および在来の野生動物 ■ヒト

の相互作用を時間（歴史・進化）と空間（分布）の観点から検証して、
現代の疾患構造を理解し、医療に活かすことを目的とする。

微生物
ウィルス・細菌・真菌

ヒト 家畜・野生動物

亜熱帯
島嶼環境

①琉球諸島における過去の
人々の営みを考古学や歴史
学のみならず、ヒト・微生物・
家畜のゲノム解析を通じて総
合的に紐解く

②疾患感受性について遺伝
要因と環境要因を特定し、疾
患を集団形成や遺伝適応の
観点から理解する

③感染症・アレルギー性疾
患・がん・自己免疫疾患・遺
伝子疾患・生活習慣病などの
予防法・治療法を確立する

亜熱帯島嶼の時空間ゲノミクス
－環境・微生物・家畜・ヒトの相互作用から疾病の内因と外因を探る－



研究実施体制

↑ ↑ ↑ ↑ 編 成 ↑ ↑ ↑ ↑

・考古学
・歴史学
・言語学
・文化人類学
・行動生態学

など

・動物生態学
・進化遺伝学
・古環境学

など

・情報工学
など

・微生物学
・畜産学
・育種学
・遺伝子工学

など

・人類遺伝学
・免疫学
・細菌学
・ウィルス学
・寄生虫学
・内科学 など

医学系
人文

社会学
系

理学系 工学系 農学系

研究統括班

歴史
復元班

治療法
開発班

関連
解析班

ゲノミクス解析支援チーム
専任で特命教員1名、ポスドク研究員1名、研究補助員 1名 配置

沖縄科学技術大学院大学

沖縄総合科学研究所

沖縄県立博物館・美術館

沖縄県埋蔵文化財センター

東京大学大学院
新領域創成科学研究科

主な研究協力機関

学際的研究領域を創成し、既成の
分野・部局の枠を超えた異分野融
合型研究拠点を形成する。独立し
た卓越大学院の設置を将来的に見
据えつつ、教育における部局間の
柔軟化も図る。

亜熱帯島嶼の時空間ゲノミクス－環境・微生物・家畜・ヒトの相互作用から疾病の内因と外因を探る－



ゲノミクス解析支援チーム

青山 洋昭 （戦略プロ・特命助教）
伊佐 睦実 （医・技術補佐）
今村 美菜子（医・准教授）
岡崎 威生 （工・准教授）
木村 亮介 （医・准教授）
佐藤 行人 （戦略プロ・特命講師）
新里 尚也 （熱生研・准教授）
名嘉村 盛和（工・教授）
藤本 真悟 （戦略プロ・ポスドク研究員）
松波 雅俊 （医・助教）
矢口 甫 （熱生研・ポスドク研究員）
和智 仲是 （島嶼地域・ポスドク研究員）

■NGS関連の実験計画・ドライ解析・ウェット解析，その他情報解析の支援
■戦略プロジェクト研究「エコモルフォロジ―」や個別研究も支援



支援内容の調書



実際の支援

■実験計画
・解析に必要なサンプルの質・量・数
・NGS解析でどのくらいのスループットが必要か

(共用のMiSeq or HiSeqを業者委託)
など

■ウェット解析
・DNA・RNA抽出、ライブラリー作成、NGSのラン
・新規プロトコルの開発
など
経験の共有←はじめての実験には失敗がつきもの
試薬の共有←個別で購入するよりもコストダウン

■ドライ解析
・様々な情報解析
・解析サーバの運用
など
知識の共有←日進月歩の解析技術を個人で勉強するのは大変



共用機器の有効活用

■ 例えば次世代シーケンサーのような機器の場合、設置しただけでは、
利用者は限定される。

→ 運用・指導のための人材が必要。

→ 全学の研究基盤センター、医学部の機器センターの人員拡充
あるいは、
一般の教員を巻き込んだ全学的な共用機器運営のための仕組みづくり
が今後必要不可欠。



亜熱帯棟 （亜熱帯島嶼科学拠点研究棟）における

DNA 分析に立脚した生態・進化、総合生物学



医学部
（木村）

分生研
（新里）

亜熱帯棟
（佐藤）

ゲノミクス解析支援チーム

ヒト・医学

人類学

微生物

細胞生物学

動物・環境生態

人獣共通感染症

DNA 分析 + コンピュータ解析



21世紀、生物学分野での大きな技術革新

DNA 解読機器 『次世代シークエンサー』

• 従来機： ヒトゲノム 30 億文字の解読に、143 年かかる （57,600塩基/日）

• 次世代シークエンサー： １日の運転で、ヒトゲノムを 20 回解読 （600 億塩基/日）

桁違い（106）の DNA データ産生力



DNA 解読機器 『次世代シークエンサー』

• 2004 年： 最初の論文 （ヒトゲノム解読; USA）

• 2006 年～我が国でも普及： 国立遺伝研、理化学研究所、東大、・・・

演者： 2009年から、科研費

（若手B）で活用始める

• 2012 年～小型機種が普及： 多くの研究機関で、活用が広まる

演者： 2016年から、本学・戦略

的研究プロジェクトセンター



従来の DNA 分析

遺伝解析 = 生物の内的要因

次世代シークエンサー

環境・生態 DNA分析= 外的要因

遺伝子型 表現型

疾患変異 疾病

突然変異 進化

捕食者、競合種

病原体、宿主

分布、増減、（遺伝的
変化）

遺伝・生態・進化→ 生物圏の総合理解



遺伝子/ゲノム 生物個体/集団 環境・生態

琉球列島シロオビアゲハの擬態進化
（農学部・辻先生、鶴井助教ら）

希少種ミヤコカナヘビの集団系統地理
（熱生研・戸田先生、島嶼研・和智さんら）

南西諸島ホソバワダンの大量SNP集団解析
（教育学部・齋藤助教）

亜熱帯棟で支援する学内研究

日本列島アカハライモリの大量SNP集団解析
（教育学部・富永先生ら）

日本列島サッポロフキバッタの大量SNP集団
解析 （農学部・立田先生ら）

レプトスピラ菌と宿主の環境DNA解析
（医学部・クラウディア先生ら）

沖縄希少動物の食性DNA解析 （理・伊澤先

生ら、熱生研・戸田先生ら、ほか）

沖縄希少種の環境DNA検出 （熱生研・戸田

先生ら、教育学部・富永先生ら、ほか）

アグー豚の腸内細菌叢解析 （農学部・平良

先生ら）

サンゴ共生藻の環境DNA解析 （分生研・依藤

さんら）



亜熱帯棟 DNA実験スペース

環境水ろ過 ハイパークリーン
DNAベンチ

DNA 増幅機
（PCR マシン）

DNAサンプル調製 次世代シークエンサー分注ロボット



環境 DNA 分析（魚類、動物）のプログラムを
オンライン公開、論文化

Sato, Miya, et al. 2018. Mol 
Biol Evol, 35, 1553–1555.


